
令和７年度 学校評価 

 

１ 令和６年度評価を踏まえ、令和７年度に改善を図った点 

〇 校評価時に活動内容の可視化が課題とされ、広報・報道媒体の積極的活用、表敬訪問や 

近隣中学校への訪問（中学校出身生徒の実績報告）等を実施。生徒の活躍や活動、学校の取 

組を内外から認知できるよう場面設定頻度を多くしました。 

〇 商業教育の魅力づくりとして、教育目標を踏まえた教育実践（「教育活動連携校との連携

強化」や 地域を潤す有為な人材育成の一環として「沖縄の歴史文化講演」等、高大接続によ

る検定取得への取組充実」等）を実施しました。 

 

２ 令和７年度評価からの学校課題 

〇 生徒評価に対し、関係者評価や保護者評価での回答について、乖離項目の継続分析が必

要であること。 

〇 学校関係者評価は概ね肯定的でしたが、活動内容・場面の一層の周知場面や機会の工夫

が必要である。 

魅力があり特色のある学校づくりや教育課程研究、教育実践の一層の充実にむけた取組

継続を継続していく必要がある。 

 

３ 令和８年度にむけて 

「教育 DX 加速化推進事業」及び「学校における働き方改革の推進」についての成果・ 

効果の分析や改善を継続し、令和６年度、令和７年度の取組や制度改変の継続性・持続性を

確保する。 

 

（１）教育課程・授業改善・学びの質の向上（主体的・対話的で深い学び）の実現を目指す。 

（２）生徒・教師ともに、情報活用能力、情報マネジメント能力、情報リテラシーの向上を図る。 

（３）ＷＢ日課 850 の意義や目的、実施における一層の定着、その効果分析の実施。 

（４）ＳＩＣの概念（情報マネジメント＝スケジュール、インフォメーション、コミュニケーションの 

意識や振分け）、自己裁量概念（タイムマネジメントや主体性等）の確立。 



 

 

 

 

 

令和７年度学校評価集計 

 

県立具志川商業高等学校 

 

 

P １ 生徒評価   （回答数 439） 

P１０ 保護者評価  （回答数 120） 

P１６ 職員評価   （回答数  47） 

P２３ 学校関係者評価（回答数   5） 

 



学校評価　生徒

- 1 -



- 2 -



- 3 -



- 4 -



- 5 -



- 6 -



- 7 -



- 8 -



- 9 -



学校評価　保護者

- 10 -



- 11 -



- 12 -



- 13 -



- 14 -



- 15 -



学校評価　職員

- 16 -



- 17 -



- 18 -



- 19 -



- 20 -
















